
令和6年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和７年３月２８日

（１）令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和７年度の方針【学校全体での取組】
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①体力・運動能力面　全国（偏差値）との比較
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●陸上「持久走」の授業は、環境条件（高温）、授業時数の確保など、生徒の体調面を考えると継続・実施することが難しい状況が
あった。時期や時数については検討していきたい。
●互いに応援しあい、ベストを尽くそうとする雰囲気づくりを日ごろの授業から醸成したい。
●数値が良かった種目も多いが、さらに伸ばしていけるよう、体育の授業を中心に「体つくり」に変化をつけながら、継続していき
たい。
●グループ、ペア学習の中で「話し合いのルール」を明確にしながら、より活性化することを目指していきたい。併せて、活動時間
の確保はしっかりとしていきたい。
●保健の授業の中でも、生活（健康）と運動（体力）とをさらに結びつけて授業を展開していきたい。
●ICTの活用については単元によって、効果を得たものもあったが、さらに有効活用ができるよう工夫していきたい。
●「体育嫌い」を防ぐために、誰もが役割・責任を持ち、活躍できる集団で行う単元については、構成を考える。（球技、ダンス）
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